
9月 日曜・休日急患の当番医
診療時間：午前８時３０分～午後５時9月

日 当番医院名 電　話

１日（日） 後 藤 医 院 (3５)203４

8日（日） さかえクリニック (５3)8１8１

15日（日） 吾 妻 ク リ ニ ッ ク (3５)202１

16日（月） 清 治 医 院 (23)2１2５

22日（日） 中 央 診 療 所 (23)20１0

23日（月） 伊 藤 ク リ ニ ッ ク (23)33５0

29日（日） 尾 花 沢 病 院 (23)3６3７

家族の健康管理に気をつけて

の主な行事予定
日 行　事　予　定

2㈪ 母子健康手帳交付・健康相談/午後1時30分/
役場「相談室」

8㈰ 大石田町消防操法大会/午後１時/
尾花沢市消防署大石田分署

11㈬ 心配ごと相談/午後1時30分～午後4時/
社会福祉協議会

17㈫ 母子健康手帳交付・健康相談/午後1時30分/
役場「相談室」

25㈬ 無料法律相談（要予約）/午後1時３0分～午後4時/
社会福祉協議会

※ 都合により日程が変わる場合もありますので、事前に
　お問い合わせください。

町公式LINEアカウントの
登録情報を変更できます

　町公式LINEに登録している配信カテゴ
リや地区などの登録情報の確認・変更を行
いたい場合は、下記のとおり、町公式
LINEのトーク画面に何か文字を入力送信
することで変更することができます。また、
不明な点がある場合は右記二次
元コードより「よくある質問」を
確認する事ができます。

日目日目死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ1,5201,520
（８月１５日現在）

※（　）は前年比

（令和４年１月１日～８月１５日）
大石田町の交通事故発生状況

毎月１日は「大石田町民交通安全行動の日」

今月のポイント
「秋の交通安全県民運動」が実施されます。

期間：９月21日（土）～30日（月） 10日間
車を運転する方
　早めにライトを点灯しましょう。
歩行者の方
　夜光反射剤を身につけましょう。

●発生件数　３件　　（－４件）
●負傷者数　３人　　（－４人）
●死亡者数　０人　　（±０人）
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　こんにちは、地域おこし協力隊・阿部慎一郎です。
　大石田町に来て３ヶ月になりますが広い空を見る度に「移住して良かったな〜」と、しみじみ実感してお
ります。今回は幼い頃の大石田の思い出を少々交えながら綴らせていただきます。
　8月というとお盆で毎年山形に帰省する季節で、古い記憶は小学生のころなので35年ほど前のことと思
います。大石田に着くと”じいちゃん”が「よくきたな〜」と出迎えてくれるわけですが足早に挨拶を済ませ、
店でお茶会をしている”ばあちゃん”とご婦人達にも挨拶をしに行ったものでした。お小遣い欲しさにいつ
も以上に大きな声で挨拶したりと、ちゃっかりした小学生でした。
　家の印象は古い木と土壁、蔵。“ろうず“にある長い木の腰掛けに丸々と大きなスイカが並び、キッチン
近くには大きな木樽が5個ほどあったでしょうか。恐る恐る覗いてみると、ぺそら漬けが大量に入ってい
たのを記憶してます。
　大石田滞在で一番印象に残っているのは花火大会の景色です。花火の優雅さ、胸に響くドーンという音
ももちろんですが『夕暮れ時に最上川に流れ始める灯籠』、これが小学生ながらに田舎の趣を感じていたの
を記憶していますし「大石田はすごいんだぞ!良いところだぞ!」という誇らしい気持ちが芽生えたきっかけ
だった気がします。協力隊として大石田に来てから「なぜ移住して来た
のか?」と問われる機会が多いのですが、『幼い頃の大石田での体験が心
に残っていること』がとても大きな要因のひとつであると感じています。
　ときに『地域おこし』というワードを調べてみると『地域の誇りや郷土
愛の醸成』と出てきます。日々活動するにあたり私自身が体験したこと
も交えながらしっかりと大石田の良さをお伝えすること(特に子供達に
は!)、それこそが使命だと感じております。お後がよろしいようで。

大石田町地域おこし協力隊コラム大石田町地域おこし協力隊コラム
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